
（「高知県教育振興基本計画」より） 

Ⅰ はじめに 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（１）郷土を愛し世界にはばたく、心豊かでたくましく創造性に満ちた子どもたちの

育成 

 
   変化の激しいこれからの時代においては、郷土の先人達の活躍に見られるよう

に、我が国や郷土に対する誇りや愛情を持ち、高知県だけでなく日本、あるいは

世界の状況を見据えながら、自らの置かれた立場を考え、高い志を持って行動で

きる人間の育成が求められます。 
   また、個人の人格形成の基盤となる規範意識や他人を思いやる心など豊かな人間

性を育み、高知県の強みでもある豊かな感性を一層伸ばしていくことが必要です。

土佐の教育改革で掲げてきた「郷土を愛し世界にはばたく、心豊かでたくまし

く創造性に満ちた子どもたちの育成」という基本理念は、まさにこのような考え

を表したものであることから、引き続き継承していきます。 
 
 

（２）学ぶ目的や意義を自覚し、自ら学ぶ力をもった人間の育成 

  
   子どもたちが、これからの社会を生き抜いていくためには、基礎となる学力を

しっかりと身につけながら、その力を活用して、生涯を通じてさらに自ら学び、

自己実現を図っていくことが必要です。 
平成 20 年７月に県教育委員会が策定した「学ぶ力を育み 心に寄りそう 緊急

プラン ～学力向上･いじめ問題等対策計画～」においても、教育メッセージとし

て自ら学ぶ力を育てることを大きく掲げています。このプランの中では、学力の

低い最も直接的な原因は、自ら学ぶ自己学習（宿題を含む家庭学習等）の指導が

徹底できていないことを明らかにしています。また、社会人となって様々な場面

で立ちはだかる壁を乗り越えるためには、自ら学び成長する力を持つことが大切

です。 
このため、学ぶことの目的や意義をしっかりと持って、自ら学ぶことのできる

自立した人間を育成していくことが何よりも重要であると考えます。 
 

 
 

１ 基本的な教育理念 ～目指すべき人間像～ 



 

      

 

（１）将来の基礎となる力を確実に育成する教育の実現 

 

現状を真正面から受け止め、課題と対策を明らかにし、明確な目的と目

標を持ち、教育の質を一層高めていくこと、そして、子どもたち一人一人に

将来を生きぬく力を確実に育むため、組織的かつ継続的に教育成果を検証

し、教育実践の改善に取り組むことが必要です。そのためには教育の場にお

いてＰＤＣＡサイクルを確立し、実行していかなければなりません。 

 

 

（２）「強み」をさらに生かし、伸ばす教育の実現 

 

環境教育や食育など、高知県の「強み」を生かした取組が県内にはいく

つか存在します。こうした取組は、県内のみならず、全国的にも先進的な

ものであり、今後の世界的な環境問題への対応や地産地消の流れにも沿っ

たものです。また、本県の教育課題を解決するために、大いに活用すべき資

源です。            

   

   

（３）教育による社会変革の実現 

 

土佐の教育改革で推進した教育的な風土づくりをさらに高め、県民、教

育現場、教育行政が信頼関係を築きながら教育による社会変革の実現に取

り組んでいくことが必要です。 
 

２ 教育振興の方向性 




